
　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201200466

2012-1480

2012/09/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品内部から発煙し、当該
製品を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の内部に洗浄水が浸入
したため、表示用コントローラーのリード線コ
ネクター端子間でトラッキング現象が生じ焼損
に至ったものと推定されるが、洗浄液が浸入し
た原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/09/25)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－ＢＭ１

( 火災 )

A201200508

2012-1638

2012/09/30

(事故発生地)

東京都

　浴室で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約３１年
）により、ヒーター内部で絶縁劣化が生じ、溶
融したヒーター管の一部がルーバーの吹出口か
ら落下し、可燃物に延焼したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/12)電気式浴室乾燥暖房機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

ＦＹ－１０ＵＢ

( 火災 )

A201200585

2012-1973

2012/10/29

(事故発生地)

東京都

　飲食店のトイレで当該製品を使用中、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品のモーターコイル部で
レイヤーショートが生じて出火に至ったものと
推定さ　れ、製品起因であると考えられるが、
モーターを拘束した状態で確認したが、再現し
なかったため、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/06)空気清浄機

ツインバード工業（株）

ＡＣ－４３１１

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201200649

2012-2211

2012/11/22

(事故発生地)

東京都

　異臭に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のリレー接点端子間に
溶融痕跡が認められることから、リレー接点端
子間にトラッキング現象が発生したものと推定
されるが、トラッキング現象が生じた原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/04)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ５２０１

( 火災 )

A201200654

2012-2240

2012/11/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品のモーターコイル部で
レイヤーショートが生じて出火に至ったものと
推定され、製品起因であると考えられるが、モ
ーターを拘束した状態で確認したが、再現しな
かったため、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/06)空気清浄機

ツインバード工業（株）

ＡＣ－４３１５

( 火災 )

A201200655

2012-2241

2012/11/23

(事故発生地)

千葉県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品の内部に洗浄水が浸入
したため、表示用コントローラーのリード線コ
ネクター端子間でトラッキング現象が生じ焼損
に至ったものと推定されるが、洗浄液が浸入し
た原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/06)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－ＢＭ１

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201200676

2012-2322

2012/11/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品に暖房器具を接続して使用中
、異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品の栓刃可動部の接触不
良により異常発熱し焼損したものと推定される
が、栓刃可動部の焼損が著しく、長期使用（約
１９年）における詳細な使用状況が不明なこと
から、製品起因か否かを含め、原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/13)テーブルタップ

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＨ２７２３ＢＰ

( 火災 )

A201200864

2012-3019

2012/11/20

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、右足に低温火傷を
負った。

　事故原因は、当該製品のヒーター線に偏りな
どの異常は認められないことから、低温火傷に
至る可能性がある温度設定で就寝したことによ
って低温火傷を負ったものと考えられる。　な
お、低温火傷に至る可能性がある温度設定に関
する注意表示が具体的でなかったことも事故発
生に影響しているものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/04)電気毛布

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＢ－Ｍ１９０Ｄ

( 重傷 )

A201200893

2012-3099

2013/01/19

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のヒーター接続部及び
内部配線に異常が認められなかったことから、
放電線付近に挟まった異物が放電線に接触する
ことによってスパークが発生し、出火に至った
ものと推定されるが、焼損部に異物が確認され
ないことから、製品起因か否かを含め、原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/12)電気温風機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＦＥ－１３Ｍ１Ｆ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201200956

2012-3234

2013/02/11

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品のヒーター管とリード
線の接続部で異常発熱したため、発煙・発火し
、ヒーター管接続部が破断したものと推定され
るが、ヒーター管とリード線の接続部の焼損が
著しく異常発熱した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/26)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

自然（株）

ＳＺＨ－１０００Ｒ

( 火災 )

A201300002

2013-0111

2013/03/21

(事故発生地)

茨城県

　事務所で使用中の当該製品を停止した
ところ、異臭がしたため確認すると、当
該製品の吹き出し口を溶解する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２９年
）により、ヒーター制御用リレー内部の接点が
溶着したため、運転スイッチを切り、送風ファ
ンが停止した状態でヒーターに通電されたため
、周囲の樹脂製部品が過熱されて溶融したもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/01)エアコン

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＳ－３６０１ＡＹ３

( 火災 )

A201300003

2013-0113

2013/02/26

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　事故原因は、当該製品は、薄い樹脂製シート
に発熱体を印刷し、導電性の接着剤によって電
極を接続し、発熱体に通電することによって床
面を暖かくするもので、接着剤によって接続さ
れた電極部が下地の凹凸の影響を受けやすく、
平滑でない場所において使用されたことやシー
ト裏側の打痕等から施工時の異物の入り込みの
影響により、電極部の接着が剥がれて接触不良
となり、異常発熱したために床面からの発煙と
焦げに至ったものと考えられる。　なお、敷設
時の取扱注意や、施工指導が徹底されていなか
ったことも事故発生に影響しているものと考え
られる。

　ミタケ電子工業株式会社は、事故の再発
防止を図るため、平成２２年１０月２５日
より、同社のホームページにおいて、当該
製品の電極部の接着不良や当該製品の取扱
いの仕方（施工不良等）によって発煙等の
不具合が発生する旨掲載し、広く使用者に
対して無償点検を行う旨注意喚起していま
す。

(受付:2013/04/01)電気式床暖房

ミタケ電子工業（株）

ＦＬ２－４５４５

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201300010

2013-0121

2013/03/20

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、その場を離れ戻っ
たところ、異臭とともに当該製品から出
火する火災が発生しており、当該製品及
び周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品のモニタースイッチの
接点が溶着したため、接触部が過熱し発火した
ものと推定されるが、モニタースイッチの接点
が溶着した原因は特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/04)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭＯ－Ｔ５

( 火災 )

A201300015

2013-0125

2013/03/28

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品は、長期使用（２０年
以上）により本体と便座間に接続された中継コ
ードに屈曲が繰り返されたため、コード内の電
力線の１本が断線、スパークし、中継コードの
一部が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/05)温水洗浄便座

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＣＨ７２Ｓ１ＮＦ

( 火災 )

A201300029

2013-0179

2013/03/16

(事故発生地)

千葉県

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、一次側回路に損失
係数の大きなセラミックコンデンサーが使用さ
れていたため、使用時の発熱で内部短絡が生じ
、回路上に過電流が流れ、周囲の部品が焼損し
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/11)液晶テレビ

ユニデン（株）

ＴＬ３７ＷＲＪ－Ｗ－ＦＤ
Ｔ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201300037

2013-0206

2013/04/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の残存部品に出火の痕
跡は認められなかったものの、制御基板の焼損
が著しく、当該製品の周辺に可燃物が積み上げ
られていたことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/15)電気冷蔵庫

三洋電機（株）

ＳＲ－１１ＮＦ

( 火災 )

A201300046

2013-0223

2013/04/04

(事故発生地)

北海道

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品のメイン基板の焼損が
著しく、当該基板上の電源コードの基板側接続
端子に溶融痕が認められたことから、当該端子
付近から出火したものと考えられるが、焼損が
著しいことから、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、株式会社永泰産業で
は、当該機種について平成２３年３月１８
日からメイン基板の電気部品の不良等に関
して無料点検・修理を実施している。

(受付:2013/04/19)ＩＨ調理器

（株）永泰産業（（株）テ
スコムブランド）

ＴＩＨ１０１（株式会社テ
スコムブランド）

( 火災 )

A201300051

2013-0256

2013/04/09

(事故発生地)

大阪府

　当該製品のリモコン表示が消えていた
ため確認すると、当該製品の内部部品を
焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のヒーター用リレー固
定接点間の樹脂が絶縁劣化したことにより、可
動接点を介さずに電流が流れて過熱し、リレー
が焼損したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/22)電気温水器

（株）日立空調システム（
現　日立アプライアンス（
株））

ＢＥＢ－５６７０ＢＦＡＷ
Ｕ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201300052

2013-0257

2013/04/13

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、当該製品のコントローラーケー
ス内制御基板上のリレー接点端子間でトラッキ
ング現象が生じて、発煙、焼損に至ったものと
推定されるが、トラッキング現象が生じた原因
の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/22)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ５２１１

( 火災 )

A201300085

2013-0324

2013/02/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品の焼損状況から、基板
上の抵抗が過熱し発煙したものと推定されるが
、基板が確認できなかったことから、事故原因
の特定に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/01)直流電源装置（パソコン
用）

（株）リンクスインターナ
ショナル

ＥＡ－６５０　Ｇｒｅｅｎ

( 火災 )

A201300097

2013-0372

2013/04/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品は斜め方向の荷重に対
する強度が不足していたため、コンセントを固
定する金属取付枠のカシメ部が変形し、コンセ
ントが金属取付枠から脱落した際、当該製品に
挿入されていた電源プラグの栓刃が金属取付枠
カシメ部に接触し、短絡・スパークしたため焼
損に至ったものと推定される。

　株式会社寺田電機製作所は、当該製品を
含む対象製品について、事故の再発防止を
図るため、平成２５年５月２２日から販売
代理店に対し訪問及び文書通知により説明
を行い、コンセントが脱落しないよう対策
を施した製品への交換の協力依頼を行うと
ともに、販売代理店を通じてエンドユーザ
ーへの周知を行い、無償交換を実施してい
る。

(受付:2013/05/08)コンセント

（株）寺田電機製作所

ＳＢＢ７００１２Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201300110

2013-0441

2013/05/02

(事故発生地)

神奈川県

　店舗で当該製品を使用中、火災報知機
が鳴動したため確認すると、当該製品を
焼損し、周辺を汚損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、当該製品のモーターリード線に
溶融痕がみられることから、短絡、スパークに
より周囲の樹脂に着火したものと考えられるが
、モーターリード線が短絡した原因の特定はで
きなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/13)扇風機

パナソニックエコシステム
ズ（株）

Ｆ－ＧＡ３０１

( 火災 )

A201300115

2013-0462

2013/05/07

(事故発生地)

福岡県

　当該製品から発煙し、当該製品を焼損
する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の電気回路に使用した
ヒーターリレーの配線接続部分である「差し込
み方式」のソケット取付けの作業不良により、
長期使用（約１３年）に伴い、リレー端子の接
点が接触不良となり、アーク放電が生じて火災
に至ったものと考えられる。

　株式会社キューヘンは、事故の再発防止
を図るため、平成２０年４月２５日にプレ
スリリース及びホームページへの情報掲載
を実施している。また、翌４月２６日に新
聞社告の掲載を行うとともに、判明購入者
に対するダイレクトメールの送付等により
注意喚起を行い、対象製品について無償点
検・改修（ヒーターリレーの交換）を実施
している。

(受付:2013/05/16)電気温水器

（株）キューヘン

ＳＭ８３７ＤＢ－Ｃ１７８

( 火災 )

A201300150

2013-0581

2013/04/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品の電源を入れた後、しばらく
して当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品は、電源ユニット内の
コネクターのはんだ付け不良により、接触不良
が生じて異常発熱し、焼損に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/27)デスクトップパソコン

デル（株）

ＯｐｔｉＰｌｅｘ　ＧＸ
２８０

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201300153

2013-0582

2013/05/20

(事故発生地)

新潟県

　異臭に気付き確認すると、当該製品か
ら出火する火災が発生しており、当該製
品を焼損した。

　事故原因は、当該製品のセラミックヒーター
ユニットの中央端子と電源配線のファストン（
平型）端子部において、 接続不良により接触
抵抗による過熱が生じ、出火に至ったものと考
えられる。

　森田電工株式会社（現　株式会社ユーイ
ング）では、対象機種の電気温風機（セラ
ミックファンヒーター）について事故の再
発防止を図るため、平成７年１２月１８日
及び平成１０年２月９日、無償点検・修理
を実施する旨の告知を新聞社告に掲載し、
また、平成１０年９月１７日からホームペ
ージにおいて注意喚起を呼び掛けている。

(受付:2013/05/28)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

森田電工（株）（現　（株
）ユーイング）

ＭＤＳ－１２００ＣＴ

( 火災 )

A201300156

2013-0604

2013/05/10

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサーの電
源線が端子カバー端部で損傷したため、短絡・
スパークが生じて出火に至ったものと考えられ
るが、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/30)電気冷蔵庫

三菱電機（株）

ＭＲ－ＪＦ４２Ｄ

( 火災 )

A201300161

2013-0608

2012/11/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品に電気製品の電源プラグを差
し込んだところ、当該製品を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品は斜め方向の荷重に対
する強度が不足していたため、コンセントを固
定する金属取付枠のカシメ部が変形し、コンセ
ントが金属取付枠から脱落した際、当該製品に
挿入されていた電源プラグの栓刃が金属取付枠
カシメ部に接触し、短絡・スパークしたため焼
損に至ったものと推定される。

　株式会社寺田電機製作所は、当該製品を
含む対象製品について、事故の再発防止を
図るため、平成２５年５月２２日から販売
代理店に対し訪問及び文書通知により説明
を行い、コンセントが脱落しないよう対策
を施した製品への交換の協力依頼を行うと
ともに、販売代理店を通じてエンドユーザ
ーへの周知を行い、無償交換を実施してい
る。

(受付:2013/05/30)コンセント

（株）寺田電機製作所

ＳＢＢ７００１２Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201300162

2013-0609

2013/03/27

(事故発生地)

東京都

　当該製品の点検を行ったところ、当該
製品を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は斜め方向の荷重に対
する強度が不足していたため、コンセントを固
定する金属取付枠のカシメ部が変形し、コンセ
ントが金属取付枠から脱落した際、当該製品に
挿入されていた電源プラグの栓刃が金属取付枠
カシメ部に接触し、短絡・スパークしたため焼
損に至ったものと推定される。

　株式会社寺田電機製作所は、当該製品を
含む対象製品について、事故の再発防止を
図るため、平成２５年５月２２日から販売
代理店に対し訪問及び文書通知により説明
を行い、コンセントが脱落しないよう対策
を施した製品への交換の協力依頼を行うと
ともに、販売代理店を通じてエンドユーザ
ーへの周知を行い、無償交換を実施してい
る。

(受付:2013/05/30)コンセント

（株）寺田電機製作所

ＳＢＢ７００１２Ｎ

( 火災 )

A201300171

2013-0642

2013/05/20

(事故発生地)

三重県

　異音に気付き確認すると、当該製品を
焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、長期使用（約３３年）により、
当該製品のコンデンサーが劣化してファンが回
転しない故障が生じ、使用されていなかったが
、誤ってスイッチを入れて連続通電になってい
たことから、コンデンサーが異常発熱し、内部
短絡が生じて発煙・発火したものと考えられる
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/04)換気扇

三菱電機（株）

Ｖ－２０Ｚ２－１

( 火災 )

A201300172

2013-0637

2013/05/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、ブレーカーが作動
したため確認すると、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のリレー接点が溶着し
て、ヒューズ付ヒーターが加熱し続けたため、
ドラム内の衣類が焼損し、出火に至ったものと
推定されるが、ヒューズが動作しなかった原因
は特定できなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/05)電気洗濯機

（株）ツナシマ商事

Ｗ６２３２

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201300181

2013-0691

2013/05/29

(事故発生地)

千葉県

　当該製品から発煙し、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電池パックが内部短
絡したため、異常発熱し、発煙に至ったものと
推定されるが、内部短絡に至った原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/06)携帯電話機

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＧＨ－Ｎ０３４（株式会
社ＮＴＴドコモブランド型
式：ＳＣ－０３Ｄ）

( 火災 )

A201300182

2013-0692

2013/05/27

(事故発生地)

山口県

　異常に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（９～
１４年と推定）により、内部のモーターコイル
巻線の絶縁が劣化し、レイヤーショートが生じ
たためモーター部が過熱し、当該製品を焼損し
たものと推定される。

　ガデリウス・インダストリー株式会社で
は、事故の再発防止を図るため、平成２５
年３月１５日、ホームページへの掲載を行
うとともに、所有者に対するダイレクトメ
ールの送付などを順次実施し、対象製品に
ついて製品改修を実施している。

(受付:2013/06/06)換気扇

ガデリウス（株）（現　ガ
デリウス・インダストリー
（株）（フクビ化学工業（
株）ブランド）

ＳＩＲＯＣ－Ｔ３／７－
８５０７０５（フクビ化学
工業株式会社ブランド）

( 火災 )

A201300196

2013-0737

2013/06/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品は斜め方向の荷重に対
する強度が不足していたため、コンセントを固
定する金属取付枠のカシメ部が変形し、コンセ
ントが金属取付枠から脱落した際、当該製品に
挿入されていた電源プラグの栓刃が金属取付枠
カシメ部に接触し、短絡・スパークしたため焼
損に至ったものと推定される。

　株式会社寺田電機製作所は、当該製品を
含む対象製品について、事故の再発防止を
図るため、平成２５年５月２２日から販売
代理店に対し訪問及び文書通知により説明
を行い、コンセントが脱落しないよう対策
を施した製品への交換の協力依頼を行うと
ともに、販売代理店を通じてエンドユーザ
ーへの周知を行い、無償交換を実施してい
る。

(受付:2013/06/13)コンセント

（株）寺田電機製作所

ＳＢＢ７００１２Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201300213

2013-0839

2013/06/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品の動作中に基板上のリ
レー接点部が発熱したことにより、リレーの外
郭樹脂が溶融、発煙したものと考えられるが、
リレー接点の焼損が著しいため、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/25)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

Ｓ５１ＥＢ１Ｋ

( 火災 )

A201300220

2013-0865

2013/06/13

(事故発生地)

愛知県

　当該製品の上に置いていた可燃物及び
周辺を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の天板上に使用者が段
ボールを置いた際に、スイッチつまみが回転し
てスイッチが入り、上部の段ボール箱が燃えて
火災に至ったものと考えられるが、スイッチつ
まみが本体表面から凸状に出ている構造であっ
たことも影響していると考えられる。　なお、
本体には、「火災の恐れあり、ヒーターの上や
周辺に可燃物を置かない。」旨、注意表示され
ている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三化工業株式会社は
平成２０年６月製造分からスイッチつまみ
が操作パネルより出ない構造に改良してい
る。また、ヒーター上部や周囲に可燃物を
置かない等の注意喚起をホームページで実
施している。

(受付:2013/06/28)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＰＨ－２３１Ｓ

( 火災 )

A201300221

2013-0866

2013/04/05

(事故発生地)

愛知県

　当該製品の上に置いていた可燃物を焼
損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の天板上に使用者が段
ボールを置いた際に、スイッチつまみが回転し
てスイッチが入り、上部の段ボール箱が燃えて
火災に至ったものと考えられるが、スイッチつ
まみが本体表面から凸状に出ている構造であっ
たことも影響していると考えられる。　なお、
本体には、「火災の恐れあり、ヒーターの上や
周辺に可燃物を置かない。」旨、注意表示され
ている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三化工業株式会社は
平成２０年６月製造分からスイッチつまみ
が操作パネルより出ない構造に改良してい
る。また、ヒーター上部や周囲に可燃物を
置かない等の注意喚起をホームページで実
施している。

(受付:2013/06/28)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＰＨ－１３１Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201300234

2013-0905

2013/06/24

(事故発生地)

東京都

　学校で当該製品を使用中、当該製品か
ら出火する火災が発生し、当該製品を焼
損した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（４３年）
によって、コンデンサーの絶縁性能が低下し、
内部短絡したために出火に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、東芝ホームテクノ
株式会社や関係工業会では、長期使用の扇
風機について、電気部品の経年劣化によっ
て発煙・出火し、火災に至るおそれがある
ことから、ホームページで扇風機の使用に
当たっての注意事項を掲載し、異常に気づ
いたら直ちに使用を止め、販売店などに相
談するよう呼び掛けている。

(受付:2013/07/04)扇風機

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ホームテクノ（株））

Ｓ－４０ＤＡ

( 火災 )

A201300235

2013-0906

2013/06/19

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品のスイッチを入れたが動作せ
ず、電源を切らずにその場を離れたとこ
ろ、しばらくして異音と発煙に気付き確
認すると、当該製品から出火する火災が
発生しており、当該製品及び周辺を焼損
した。

　調査の結果、当該製品のクラッチソレノイド
のリード線の結束部分に局部的なストレスが加
わったことと、運転中の振動が重なり、リード
線が断線し出火に至ったものと推定される。　
なお、エラー発生後も再び繰り返し使用してい
たことも事故発生に影響したものと推定される
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２５年７月２９日、プレスリリー
ス及びホームページへ情報掲載を行うとと
もに、平成２５年７月３０日付けで新聞社
告等を行い、無償で点検・修理を実施して
いる。

(受付:2013/07/04)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－ＡＧ７０Ｄ

( 火災 )

A201300236

2013-0907

2013/06/21

(事故発生地)

東京都

　宿泊施設で当該製品を使用中、発煙に
気付き確認すると、当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのコ
ネクター端子にはんだ付け不良があったため、
異常発熱し、出火に至ったものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/05)エアコン

三菱電機（株）

ＭＳＺ－ＧＸＶ２８Ｐ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201300257

2013-0963

2013/06/29

(事故発生地)

福岡県

　公共施設で当該製品から出火する火災
が発生し、当該製品及び周辺を焼損した
。

　調査の結果、長期使用（約４２年）により、
当該製品の運転コンデンサーの絶縁性能が低下
し、内部短絡して出火したものと推定される。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2013/07/12)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＫＪ

( 火災 )

A201300262

2013-1011

2013/07/07

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品のプリント基板及びコ
ンデンサーの焼損が著しいことから、当該部位
より出火したと推定され、製品に起因する事故
と考えられるが、焼損が著しく原因は特定でき
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、当該製品は一部の製
造番号において、ダイキン工業株式会社が
、平成１６年１０月１９日に社告を行い無
償点検・修理を行っている機種・型式であ
るが、社告対象の製造番号か否かは特定に
至らなかった。

(受付:2013/07/17)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡ２２８ＥＸ

( 火災 )

A201300272

2013-1061

2013/07/08

(事故発生地)

東京都

　当該製品を点灯しようとしたところ、
異臭とともに当該製品から発煙し、当該
製品の内部部品を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２５年
）により、リレー端子のはんだ接続部にクラッ
クが　生じたため接触不良となり、発煙・焼損
に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　  なお、三菱電機照明株式
会社では、自社ホームページにおいて、長
期使用している照明器具は外観に異常がな
くても内部の劣化が進行し、まれに発煙、
発火、感電などに至るおそれがあるため、
設置して８～１０年経った製品の点検・交
換を推奨している。

(受付:2013/07/19)照明器具

菊川照明（株）（現　三菱
電機照明（株）が事業継承
）

ＸＰ０３０５ＰＥ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201300273

2013-1096

2013/07/10

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（４２年）
により、モーターの引出線に断線、スパークが
生じたため、堆積した埃に着火し、出火に至っ
たものと推定される。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2013/07/22)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＫＪ

( 火災 )

A201300309

2013-1196

2013/07/21

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品で調理中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品の動作中に基板上のリ
レー接点部が異常発熱したことにより、リレー
の外郭樹脂が溶融、発煙したものと考えられる
が、リレー接点の焼損が著しいため、接点部が
異常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/02)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

Ｓ５２ＥＢ１Ｋ

( 火災 )

A201300315

2013-1242

2013/07/22

(事故発生地)

長野県

　異臭と異音に気付き確認すると、当該
製品から出火する火災が発生しており、
当該製品及び周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品の運転コンデンサー内
部のリード端子と電極板に接合不良があったた
め、接触不良による異常発熱が生じ、出火に至
ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/05)電気冷蔵庫

大宇電子ジャパン（株）（
現　東部大宇電子ジャパン
（株））

ＤＲＦ－Ｂ３４５Ｌ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201300323

2013-1245

2013/07/16

(事故発生地)

熊本県

　発煙に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の焼損が著しく、一部
の電気部品も確認できないことから、原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、（株）日本衛生セン
ターでは、当該製品を含むこれまで輸入し
てきた換気扇について、平成２６年５月
１２日より、自社ホームページなどで、長
期使用に関する注意喚起を行っている。

(受付:2013/08/07)換気扇（床下用）

（株）日本衛生センター

ＳＰＦ－３２６

( 火災 )

A201300325

2013-1246

2013/07/23

(事故発生地)

大阪府

　異音に気付き確認すると、当該製品の
上に置かれていた電気製品を焼損する火
災が発生していた。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物が加熱され焼損したものと考えられ
る。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。また、
平成２５年１０月より、ＨＰに「リコール
商品を探しています」の項目を追加。

(受付:2013/08/07)電気こんろ

日立熱器具（株）（現 日立
アプライアンス（株））

ＨＴ－１２５０（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201300346

2013-1329

2013/08/07

(事故発生地)

京都府

　病院で当該製品を使用中、異臭ととも
に当該製品から発煙する火災が発生した
。

　調査の結果、当該製品は基板のスピーカー保
護用ランプからの発熱によって基板及び部品と
吸音材が焼損し、背面の外郭樹脂が熱変形した
ものと推定されるが、事故発生時のスピーカー
への入力の状態が不明であるため、スピーカー
保護用ランプが異常発熱した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/15)スピーカー

ボーズ（株）

１０１ＭＭ

( 火災 )

A201300347

2013-1330

2013/08/00

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び当該製品の上に置かれて
いた可燃物を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物が加熱され焼損したものと考えられ
る。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。また、
平成２５年１０月より、ＨＰに「リコール
商品を探しています」の項目を追加。

(受付:2013/08/15)電気こんろ

日立熱器具（株）（現 日立
アプライアンス（株））

ＨＴ－１２５０（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201300353

2013-1358

2013/08/08

(事故発生地)

宮城県

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の制御基板上のフィル
ムコンデンサーが不具合により絶縁破壊を生じ
、発煙に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/20)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＨ－ＨＳ６Ｃ

( 火災 )

A201300357

2013-1394

2013/08/11

(事故発生地)

佐賀県

　病院で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電源コードが、長期
使用（約４３年）により劣化し、電源コード取
出口付近で短絡したため出火したものと推定さ
れる。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2013/08/22)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＥＺ

( 火災 )

A201300361

2013-1396

2013/07/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品の首振り金具に内部配
線が接触して、繰り返し応力が加わり、断線し
てスパークが生じたことで、出火に至ったもの
と考えられ、製品に起因する事故と推定される
が、内部配線が接触した原因の特定はできなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/22)扇風機

ユアサプライムス（株）

ＫＦ－３１Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201300374

2013-1445

2013/08/18

(事故発生地)

山形県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　調査の結果、当該製品のイオン発生器のコネ
クター部でエアコンクリーニング時の洗浄液に
よりトラッキング現象が発生し出火した可能性
もあるが、焼損部はコネクター部より内部の基
板側の焼損が著しいため、洗浄液によるトラッ
キング現象によるものかは特定ができず、製品
起因か否かも含め、原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、シャープ株式会社
や（一財）日本冷凍空調工業会では、ホー
ムページ上において、「エアコン内部の洗
浄は高い専門知識が必要です。もし誤った
洗浄剤の選定・使用方法で内部洗浄を行う
と、エアコン内部に残った洗浄剤で、樹脂
部品の破損・電気部品の絶縁不良などが発
生し、最悪の場合は、発煙・発火につなが
る恐れがある」旨、注意喚起を行っている
。

(受付:2013/08/28)エアコン

シャープ（株）

ＡＣ－２５３ＦＣ

( 火災 )

A201300375

2013-1446

2013/08/17

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約３８年
）により、モーター運転用コンデンサーの絶縁
性能が低下して内部短絡が生じ、発火に至った
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、シャープ株式会社
や関係工業会では、長期使用の扇風機につ
いて、電気部品の経年劣化によって発煙・
出火し、火災に至るおそれがあることから
、ホームページで扇風機の使用に当たって
の注意事項を掲載し、異常に気づいたら直
ちに使用を止め、販売店などに相談するよ
う呼び掛けている。

(受付:2013/08/28)扇風機

シャープ（株）

ＰＪ－３０５ＫＴ

( 火災 )

A201300385

2013-1505

2013/08/13

(事故発生地)

広島県

　当該製品をコンセントに差し込んだと
ころ、しばらくして当該製品から出火す
る火災が発生し、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の長期（約２４年）間
の使用及び長期（約３か月）間の保管により内
蔵の蓄電池から電解液が漏れ出し、漏れた電解
液が電源プラグの栓刃間に浸入し、その状態で
コンセントに差したため、ショートして発煙・
発火に至ったものと推定される。

　パナソニック株式会社は、２００８年２
月１日から使用上の注意点をホームページ
に掲載するとともに同年３月１８日に新聞
社告を掲載し、有償（取替用電池価格）で
部品交換を実施している。

(受付:2013/09/02)照明器具（充電式）

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＨ１２０１ＷＰ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201300386

2013-1506

2013/08/20

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で視聴中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品の偏向ヨーク基板には
んだ付け不良があったため、はんだクラックが
発生し、異常発熱が生じて出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/02)テレビ（ブラウン管型）

三洋電機（株）

Ｃ－２８ＷＡＳ２０

( 火災 )

A201300398

2013-1527

2013/08/11

(事故発生地)

埼玉県

　乳児が当該製品の温水レバーを操作し
たところ、チャイルドロック機能が効か
ず、お湯が出て火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の構造上の問題からチ
ャイルドロックボタンのカバーが温水コックの
カバーに干渉したため、チャイルドロックボタ
ンが押された状態から戻らなくなり、その状態
で乳児が当該製品につかまり立ちした際、温水
レバーに触れて出湯し、火傷を負ったものと推
定される。

　富士山の銘水株式会社は、宅配水に注意
喚起チラシを同梱するとともに、使用者に
対してチャイルドロック機構に不具合がな
いか確認を促すハガキを送付し、不具合の
ある製品については無償で対策部品との交
換を実施している。

(受付:2013/09/05)ウォーターサーバー

富士山の銘水（株）

ＷＦＤ－１０５０

( 重傷 )

A201300412

2013-1580

2013/08/31

(事故発生地)

千葉県

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１８年
）により、電源基板上の電解コンデンサーが液
漏れしたため、基板上で短絡が生じ、部品が異
常発熱するとともに発煙に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/09)電話機（インターホン機
能付）

アイホン（株）

ＨＢ２－１０４ＶＵ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201300429

2013-1639

2013/09/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品の内部部品を損傷す
る火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のノイズ抑制用フィル
ムコンデンサーの不具合により、コンデンサー
内部で絶縁破壊が進行し、異常発熱を生じて発
煙に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/20)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＨＭ－ＭＳ３２Ａ

( 火災 )

A201300439

2013-1656

2013/09/13

(事故発生地)

広島県

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品は、バッテリーパック
内のセルが異常発熱したことにより、火災に至
ったものと推定される。

　株式会社東芝では、事故の再発防止を図
るため、平成２１年１０月１５日に同社ホ
ームページに情報を掲載するとともに、平
成２１年１０月２０日に新聞社告を行い、
使用中止のお知らせとバッテリーパックの
交換を呼びかけている。

(受付:2013/09/25)液晶テレビ（ＤＶＤ一体
型）

（株）東芝

ＳＤ－Ｐ１２０ＤＴ

( 火災 )

A201300445

2013-1674

2013/09/05

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、メイン基板のコネクター（ＡＣ
２００Ｖ）部でトラッキング現象が生じて発火
し、周囲の樹脂に延焼したものと考えられるが
、コネクター部付近が焼失していたことから、
トラッキング現象が生じた原因の特定はできな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/26)ＩＨ調理器

（株）日立ホームテック（
現　日立アプライアンス（
株））

ＨＴＷ－４ＤＢ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201300446

2013-1675

2013/09/18

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、煙感知器が鳴った
ため確認すると、当該製品を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２６年
）により、温度調節器の接点が経年劣化し、開
閉時のスパークによって樹脂ケース内部が炭化
したため、リーク電流が流れて最終的に発火し
、温度調節器周辺の可燃物等に着火して出火に
至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/27)電気温水器

日本電熱（株）

ＧＬ－４０１Ｂ

( 火災 )

A201300449

2013-1677

2013/09/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、長期使用（約４４年）により、
モーター巻線の絶縁が劣化したため、レイヤシ
ョートが生じて、モーター部が異常発熱し、出
火に至ったものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、日立アプライアンス
株式会社や関係工業会では、長期使用の扇
風機について、電気部品の経年劣化によっ
て発煙・出火し、火災に至るおそれがある
ことから、ホームページで扇風機の使用に
当たっての注意事項を掲載し、異常に気づ
いたら直ちに使用を止め、販売店などに相
談するよう呼び掛けている。

(受付:2013/09/27)扇風機

（株）日立製作所（現　日
立アプライアンス（株））

Ｈ－６５４

( 火災 )

A201300454

2013-1734

2013/09/15

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の基板上の配線用端子
台が焼損していたことから、はんだ接続部で接
触不良による異常発熱が生じて基板が炭化し、
基板の端子間が短絡して出火に至ったものと推
定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/30)接続ユニット（太陽光発
電システム用）

日東工業（株）

ＮＴＢ－１０

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201300456

2013-1736

2013/09/17

(事故発生地)

大阪府

　学校で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のモーターリード線が
断線し、断線部先端に溶融痕が認められたこと
から、断線部でスパークが生じ、周辺の埃等に
着火し延焼したものと考えられるが、モーター
リード線が断線した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/30)扇風機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニックエコシ
ステムズ（株））

Ｆ－Ｇ４０１Ｐ

( 火災 )

A201300473

2013-1833

2013/09/28

(事故発生地)

東京都

　火災報知機が鳴動したため確認すると
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品のステーターコイル部
かモーター用コンデンサーが異常過熱したこと
によって火災に至ったものと考えられるが、該
当する部位の焼損が著しく、原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/11)扇風機

燦坤日本電器（株）

ＴＫ－Ｆ１２０４Ｔ

( 火災 )

A201300484

2013-1898

2013/09/27

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の焼損が著しく、未回
収部品もあることから、製品起因か否かを含め
、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/17)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－Ｄ５５０Ｇ６

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201300515

2013-2111

2013/09/04

(事故発生地)

東京都

　地下資材倉庫で当該製品を使用中、当
該製品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約９年
）により運転コンデンサー内部で絶縁不良が生
じたため、異常発熱が発生して短絡・出火に至
ったものと推定される。

　山崎産業株式会社では、当該製品を含む
対象機種について、事故の再発防止を図る
ため、販売先への通知や自社ホームページ
において、安全点検を受けるよう注意喚起
を行っている。

(受付:2013/10/31)送風機

山崎産業（株）

Ｅ－１０３－ＤＸ

( 火災 )

A201300518

2013-2119

2013/10/15

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のヒーターとリード線
のファストン端子接続部が接触不良により異常
発熱し、焼損したものと推定されるが、接触不
良に至った原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/05)電子レンジ

パナソニック（株）

ＮＥ－Ｍ２６３

( 火災 )

A201300528

2013-2146

2013/10/15

(事故発生地)

佐賀県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品は、製造から約３８年
を経過しており、長期間使用する中でモーター
シャフトの回転が重くなり、長期に亘りモータ
ーに過電流が流れることでモーターの巻線が過
熱し、徐々に絶縁劣化が進み巻線が短絡して、
火災に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、東芝ホームテクノ
株式会社や関係工業会では、長期使用の扇
風機について、電気部品の経年劣化によっ
て発煙・出火し、火災に至るおそれがある
ことから、ホームページで扇風機の使用に
当たっての注意事項を掲載し、異常に気づ
いたら直ちに使用を止め、販売店などに相
談するよう呼び掛けている。

(受付:2013/11/07)扇風機

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ホームテクノ（株））

Ｗ－３０ＰＰ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201300536

2013-2186

2013/10/30

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコントローラーに内
蔵されているリレー基板とコントローラーケー
スとの間のスペースに余裕が少ないため、コン
トローラーケースの上を踏まれるなど、上面か
らの局部的な繰り返しの外力が加えられること
により、リレー端子部に応力が加わり、リレー
端子のはんだ接続部に接触不良が発生し、異常
過熱したものと推定される。

　パナソニック株式会社は、当該製品を含
む対象機種について、２０１４年４月１６
日に同社ホームページに掲載するとともに
、同月１７日に新聞社告を行い、無償で部
品交換を実施している。

(受付:2013/11/12)電気カーペット

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＣ－２５Ｇ２

( 火災 )

A201300540

2013-2206

2013/10/28

(事故発生地)

兵庫県

　事務所で当該製品の上に置かれていた
可燃物を焼損し、周辺を汚損する火災が
発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物が加熱され焼損したものと考えられ
る。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2013/11/14)電気こんろ

富士工業（株）

ＦＨ－３１Ｂ（組み込み先
のキッチンメーカーは不明
）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201300541

2013-2207

2013/10/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品のスイッチ部から発煙し、当
該製品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品に含まれない異物が浸
入していたこと、照明スイッチの可動片及び固
定接点の表面が荒れたため接触抵抗値が増大し
たことと、使用電球４０Ｗ形に対して８０Ｗ形
が使用されたことにより、接触部で過熱し焼損
したものと推定される。しかし接点の表面が荒
れた原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/14)換気扇

富士工業（株）

ＢＢＨ－６３５（サンウエ
ーブ工業（株）（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）ブランド製

( 火災 )

A201300556

2013-2261

2013/10/16

(事故発生地)

山口県

　当該製品の上に置かれていた可燃物を
焼損し、当該製品及び周辺を汚損する火
災が発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物が加熱され焼損したものと考えられ
る。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。また、
平成２５年１０月より、ＨＰに「リコール
商品を探しています」の項目を追加。

(受付:2013/11/21)電気こんろ

日立熱器具（株）（現 日立
アプライアンス（株））

ＨＴ－１２５０（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201300571

2013-2320

2013/11/19

(事故発生地)

北海道

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の制御基板に接続され
る電源入力線のコネクター端子にカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、出
火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/28)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

（株）千石（小泉成器（株
）ブランド）

ＫＫＳ－１２７０（小泉成
器株式会社ブランド）

( 火災 )

A201300623

2013-2504

2013/12/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１８年
）により、乾燥用シーズヒーターのステンレス
管が腐食し、クラック部からヒーター管内部に
水分が浸入したため、通電による内圧上昇でヒ
ーター管が破裂し、露出したヒーター線に付着
した埃等の異物が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/13)電気式浴室換気乾燥機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

ＦＹ－１０ＵＢ３

( 火災 )

A201300647

2013-2597

2013/12/15

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の強弱切替スイッチに
使用されているダイオードが不良品であったこ
とにより、ダイオードが異常発熱し、火災に至
ったものと考えられる。

　燦坤日本電器株式会社では、事故の再発
防止を図るため、当該製品を含む対象機種
について、回収を行い、返金対応を実施し
ている。

(受付:2013/12/24)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

燦坤日本電器（株）

ＴＳＫ－５３２８ＣＴ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201300653

2013-2599

2013/12/14

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品のヒータ
ー管が割れ、周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品のヒーター端子と内部
配線に接続不良があったため、接触不良による
異常発熱が生じ、圧着スリーブと内部配線の溶
融物が落下し、畳が焦げたものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/25)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

フカダック（株）

ＦＨ－８８０

( 火災 )

A201300678

2013-3333

2013/12/31

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、２名が負傷し
た。

　調査の結果、当該製品のモーターリード線を
含む内部配線の処理のバラツキなどにより、使
用時の振動で当該内部配線の固定部分でモータ
ーリード線が断線し、火花が生じ出火に至った
ものと推定される。

　東芝ホームアプライアンス株式会社では
、事故の再発防止を図るため、平成２６年
２月４日から当該製品を含む対象製品につ
いて無償点検・修理を実施している。

(受付:2014/01/10)電気洗濯乾燥機

東芝ホームアプライアンス
（株）

ＡＷ－７０ＶＦ

( 火災 )

A201300682

2013-3436

2013/12/04

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電子安定器にはんだ
付け不良があったため、使用に伴う熱ストレス
によりはんだクラックが発生し、異常発熱が生
じて出火に至ったものと推定される。

　コイズミ照明株式会社では、事故の再発
を防ぐため、平成１１年９月７日から、当
該電子安定器（ＦＬ－５－２０１０１－Ｃ
１）を使用している照明器具について無償
点検・修理を実施している。

(受付:2014/01/14)照明器具

小泉産業（株）（現　コイ
ズミ照明（株））

ＡＨＮ３５６８３

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201300695

2013-3462

2013/12/16

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品のヒーター用リレーを
制御する回路が誤動作し、ヒーター用リレーが
チャタリング（接点が頻繁にＯＮ／ＯＦＦを繰
り返す状態）を起こして接点が溶着し、ヒータ
ーが連続点灯状態となって庫内の容器を焼損し
火災に至ったものと推定されるが、回路が誤動
作した原因が、ゴキブリが製品内部に入り込ん
だことによるものか、外来ノイズによるものか
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/16)オーブントースター

三洋電機（株）

ＳＫ－ＰＦ５０

( 火災 )

A201300705

2013-3505

2013/12/25

(事故発生地)

神奈川県

　事業所で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のヒーター上に段ボー
ル箱が置かれており、段ボール箱を動かす等の
際にスイッチつまみが回転してスイッチ入り、
段ボール箱が燃えて火災に至ったものと考えら
れるが、スイッチつまみが操作パネル面から凸
状に出ている構造であったことも影響している
と考えられる。　なお、本体には、「火災の恐
れあり、ヒーターの上や周辺に可燃物を置かな
い。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三化工業株式会社は
平成２０年６月製造分からスイッチつまみ
が操作パネルより出ない構造に改良してい
る。また、ヒーター上部や周囲に可燃物を
置かない等の注意喚起をホームページで実
施している。

(受付:2014/01/20)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＰＨ－１３１Ｓ

( 火災 )

A201300722

2013-3602

2014/01/14

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において異物が混入していたた
め、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火に
至ったものと考えられる。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、事故の再発防止を図るため、当該製品
を含む対象機種について、平成２２年１１
月１２日から無償点検を実施し、必要に応
じて部品の無償交換を実施している（三洋
ハイアール株式会社（２００７年３月解散
）が輸入した電気洗濯機も含む）。

(受付:2014/01/23)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＪＷ－Ｚ４５Ａ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201300742

2013-3646

2014/01/03

(事故発生地)

東京都

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品はインバーター基板上
のトランジスターに部品不良があったため、ト
ランジスターが故障し、抵抗等に過電流が流れ
、異常発熱により焼損に至ったものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/28)照明器具

サナーエレクトロニクス（
株）

ＳＣＬ－７２ＣＰＳ

( 火災 )

A201300771

2013-3757

2014/02/02

(事故発生地)

静岡県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品の強弱切替用部品（ダ
イオードブリッジ）に不具合があったため、異
常発熱が生じ、発煙・出火に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、株式会社アピックス
インターナショナルでは、平成２６年３月
３日より、自社ホームページで、当該製品
を含む電気ストーブについて、運転切替が
できないなどの症状があった場合には使用
を中止するよう注意喚起を行っている。

(受付:2014/02/10)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

サン商事（株）（現　（株
）アピックスインターナシ
ョナル）

ＳＧＩ－３００

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201300772

2013-3758

2014/01/30

(事故発生地)

千葉県

　病院で当該製品の上に可燃物（プラス
チック製かご）を置いていたところ、当
該製品の周辺を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置いてい
た可燃物が加熱され焼損したものと考えられる
。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/02/10)電気こんろ

富士工業（株）

ＳＢＥ－１０１－１００Ｖ
（サンウエーブ工業（株）
（現　（株）ＬＩＸＩＬ）

( 火災 )

A201300780

2013-3786

2014/01/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は制御基板上の電源用
ＩＣに部品不良があったため、電源用ＩＣが故
障して回路内に過電流が流れ、異常発熱が生じ
電源用ＩＣ周辺が焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/13)電気洗濯乾燥機

（株）東芝（現　東芝ホー
ムアプライアンス（株））

ＴＷ－Ｓ８０ＦＡ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201300783

2013-3788

2014/02/03

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、当該製品のドアスイッチの接点
で接触抵抗が増加したため、異常発熱し出火に
至ったものと推定されるが、詳細な使用状況等
が不明なことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/14)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭ－Ａ１

( 火災 )

A201300791

2013-3837

2014/02/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が火傷を
負った。

　調査の結果、当該製品内部に溶融痕が認めら
れたが、溶融痕が生じた原因が接触不良による
ものか、可燃物の接触による火災の影響か特定
できず、製品起因か否かを含め、原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/17)電気ストーブ

三洋電機（株）

Ｒ－９０３

( 火災 )

A201300792

2013-3838

2014/02/04

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の基板上の電源コネ
クタ－部の接触不良により異常発熱し、発煙・
焼損に至ったものと考えられる。

　ＴＯＴＯ株式会社は、当該製品及びＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について、事故の再
発防止を図るため、平成２０年２月２５日
からホームページに情報を掲載し、同年２
月２６日に新聞社告を掲載するとともに、
ダイレクトメールの送付等を行い、対象製
品について無償点検・改修を実施している
。

(受付:2014/02/17)食器洗い乾燥機

ＴＯＴＯ（株）

ＥＵＤ３００

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201300823

2013-3914

2014/02/13

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のコンデンサー端子部
分が、組立時に外力を受けたため、長期の運転
時の振動により緩み、接触不良を起こして出火
に至ったものと考えられる。

　ダイキン工業株式会社では、平成２１年
２月３日にプレスリリースを行い、また、
翌２月４日に新聞社告を掲載するなどして
、注意喚起を行うとともに、対象製品につ
いて無償改修を実施している。

(受付:2014/02/25)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡ２８５Ｘ－Ｔ

( 火災 )

A201300830

2013-3940

2014/02/15

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の製造工程において、
ヒーター配線を引っ張る等により配線端子のカ
シメ端部で芯線が断線する作業不良があったた
め、半断線による異常発熱が発生し、出火に至
ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/27)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

（株）千石（小泉成器（株
）ブランド）

ＫＣＨ－１２３３（小泉成
器株式会社ブランド）

( 火災 )

A201300839

2013-3986

2014/02/19

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の２本のヒーターのう
ち１本が断線し、ファンモーターが埃等の噛み
込みにより一時的に回転が停止したため、温度
ヒューズが作動する前にヒーター部上面の天板
が焼損したものと推定される。

　松下電器産業株式会社（現　パナソニッ
ク株式会社）は、昭和６０年３月１８日に
新聞社告を行い、同社ホームページに情報
を掲載し、無償で対策部品との交換を実施
している。

(受付:2014/03/03)電気こたつ

松下寿電子工業（株）（現
　パナソニック　ヘルスケ
ア（株））

ＤＫ－１０５３－ＦＵ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201300840

2013-3987

2014/01/05

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内部に水漏れが発生し
、当該製品の基板又はコネクター部でトラッキ
ング現象等が生じて出火に至ったものと考えら
れる。

　リンナイ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年８月２４日、ホームページ
への情報掲載を行うとともに、所有者に対
してダイレクトメールの送付等を行い、対
象製品について無償点検・修理を実施して
いる。

(受付:2014/03/03)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

リンナイ（株）

ＲＫＷ－Ｖ４５Ａ

( 火災 )

A201300866

2013-4066

2014/01/18

(事故発生地)

東京都

　ブレーカーを入れたところ、当該製品
から発煙し、当該製品の内部部品を焼損
する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２２年
）により、電源基板上の電解コンデンサーが容
量低下したため、他の電解コンデンサー及び抵
抗に過電圧が印加されて異常発熱し、焼損に至
ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/03/10)インターホン（モニター
テレビ付）

松下通信工業（株）（現　
パナソニック（株））

ＶＬ－８２７ＴＶＢ

( 火災 )

A201300877

2013-4070

2014/02/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、運転中の振動により、モーター
と制御基板中継コネクター間のモーターリード
線が断線して短絡が起こり、防音緩衝材に着火
、焼損したものと考えられる。

　シャープ株式会社では、事故の再発防止
を図るため、平成１４年４月３日から対象
製品について無償点検・修理を実施してい
る。

(受付:2014/03/12)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－Ｆ４Ａ

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201300926

2013-4218

2014/03/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、製品内部の洗剤ケース下部に配
置されたヒーター配線に垂れ落ちた液体洗剤が
付着し、液体洗剤の成分（界面活性剤）により
、リード線被覆の絶縁が劣化し、発火に至った
ものと考えられる。

　東芝ホームアプライアンス株式会社では
、事故の再発を防止するため、当該製品を
含む対象製品について、平成２０年４月
１６日に新聞社告を掲載し、注意喚起を行
うとともに、無償点検・改修実施している
。

(受付:2014/03/25)電気洗濯乾燥機

（株）東芝（現　東芝ホー
ムアプライアンス（株））

ＴＷ－７４２ＥＸ

( 火災 )

A201400009

2014-0147

2014/03/27

(事故発生地)

東京都

　学習塾の給湯室で当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置いてい
た可燃物などが加熱され焼損したものと考えら
れる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/04/04)電気こんろ

富士工業（株）

ＳＢＥ－１０１－１００Ｖ
（サンウエーブ工業（株）
（現　（株）ＬＩＸＩＬ）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201400019

2014-0197

2014/03/28

(事故発生地)

静岡県

　商業施設で当該製品の上に置かれてい
た可燃物を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置いてい
た可燃物が加熱され焼損したものと考えられる
。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/04/10)電気こんろ

富士工業（株）

ＦＨ－３１Ｂ（組込み先の
キッチンメーカーは不明）

( 火災 )

A201400063

2014-0320

2014/04/19

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置いてい
た可燃物が加熱され焼損したものと考えられる
。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2014/04/30)電気こんろ

富士工業（株）

ＳＢＥ－１０１－１００Ｖ
（サンウエーブ工業（株）
（現　（株）ＬＩＸＩＬ）

( 火災 )



　製品区分：　001.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201400068

2014-0349

2014/04/25

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。

　事故の原因は、当該製品のモーター用コンデ
ンサーの製造工程において、異物が混入してい
たため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、内
部短絡を起こして出火に至ったものと考えられ
る。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、事故の再発防止を図るため、当該製品
を含む対象機種について、平成２２年１１
月１２日から無償点検を実施し、必要に応
じて部品の無償交換を実施している（三洋
ハイアール株式会社（平成１９年３月解散
）が輸入した電気洗濯機も含む）。

(受付:2014/05/01)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＷ－５０Ｓ３

( 火災 )



　製品区分：　002.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201300389

2013-1508

2013/08/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の樹脂製
バンドが切れて容器部分が抜け落ち、足
に火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の外観に傷や変形とい
った使用者の取扱不備を示す痕跡が認められな
いこと、破断箇所が応力集中しやすいコーナー
部だったことから、バンドがきつくガラス容器
に取り付けられるなどしてバンドに過度の張力
が加わり、コーナー部に生じたクラックから亀
裂が進展して破断に至った可能性が考えられた
が、製造時のバンドの取付状況や、破壊起点が
生じたきっかけが特定できないことから、原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/02)耐熱ガラス製容器

ＨＡＲＩＯ（株）（ハリオ
（株））

ＴＣ－１００Ｂ

( 重傷 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201200602

2012-2034

2012/10/23

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品の動作確認をしたところ、当
該製品から出火する火災が発生し、当該
製品及び周辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品は、長期間（約１５年
間）ガスボンベを組み立てたまま保管していた
ため器具栓内のＯリングが変形・硬化し、可動
部が自動的に押し込む前の位置に戻らない状態
となっており、かつ使用者は事故発生直前に再
組み立てしていたことから、当該製品のＯリン
グ付近からガス漏れが生じて、漏れたガスが使
用中のバーナーの炎に引火し、事故に至ったも
のと推定される。また、器具栓内に異物があっ
たことも事故発生に影響したものと考えられる
。　なお、当該製品の取扱説明書には、「カー
トリッジ内にガスが残っている際には、噴射装
置を取り外さない」「噴射装置の可動部を押し
た際に可動部が自動的に元の位置に戻るか確認
する」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/13)ガストーチ

コールマンジャパン（株）

ソードガス２０６

( 火災 )

A201200795

2012-2593

2013/01/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品の湯量サーボモーター
のモーターブラシが整流子との接触による摩耗
で破断したために、２本のモーターブラシが一
つの整流子に同時に接触する状態が生じて短絡
電流が流れ、湯量サーボモーターの駆動用ＩＣ
が焼損に至ったものと推定される。　なお、当
該製品の給湯燃焼回数は、耐久性試験の基準を
下回っていた。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/18)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付ふろがま（都市ガス
用）

（株）ガスター（東京ガス
（株）ブランド）

ＨＯＬ－１６７０ＡＱ（東
京ガス株式会社ブランド：
型式ＫＧ－Ａ８１６ＲＦＷ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201200925

2012-3164

2013/02/02

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、機器の修理、点検及び空焚き防
止装置の作動状況を判定するため、一時的に使
用する点検用コネクター（空焚き防止装置を働
かせないようにするもの）を修理・点検後に戻
し忘れたため、浴槽の排水栓が閉まっておらず
浴槽に水がない状態で空焚きとなった際に空焚
き防止装置が作動せず、火災に至ったものと考
えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月等にＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/02/18)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＫ－Ｎ

( 火災 )

A201300143

2013-0538

2013/05/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、ブレーカーが作動
し、その後、異臭がしたため確認すると
、当該製品から発煙する火災が発生して
おり、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の長期使用（２５年使
用）により、熱交換器のフィンが閉塞され、熱
交換器表面が通常より高温となる状態が継続し
たことによって近接している内部配線ハーネス
の被覆が発火し、電装基板の樹脂ケース（ＡＢ
Ｓ樹脂製）に延焼して火災に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/24)屋外式ガス給湯器（都市
ガス用）

（株）ガスター

ＯＵＲ－１６０ＦＰ－２

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201300165

2013-0602

2013/05/23

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のグリル庫内に油が溜
まっていたことから、使用者が当該製品のそば
を離れた際に油が発火して事故に至った可能性
が考えられるが、当該製品グリル部の安全装置
の動作状況が確認できなかったことから、製品
起因か否かを含め事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/31)ガスこんろ（都市ガス用
）

タカラスタンダード（株）

ＢＧＡ６０－３ＰＢＨＫ
　１３Ａ

( 火災 )

A201300166

2013-0603

2013/05/23

(事故発生地)

島根県

　当該製品を使用後、爆発する火災が発
生し、当該製品を焼損、１名が火傷を負
った。

　調査の結果、当該製品のグリル操作つまみを
押し回しした際に器具栓内部のＯリングがつま
み軸に噛み込む等によりガスが漏洩し引火した
可能性が考えられるが、事故前日に行われた修
理作業による影響が不明なことから、製品起因
か否かを含め事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/31)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

タカラスタンダード（株）

ＧＣ６０－２ＨＡＬ

( 火災 )

A201300229

2013-0888

2013/06/19

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品のスイッチを入れた後、しば
らくして異音がしたため確認すると、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
ていた。

　調査の結果、当該製品が空だきとなった際に
、基板の電子部品（ＩＣ）内部の腐食により空
だき防止装置が正常に機能せず、燃焼が継続し
たため、火災に至った可能性が考えられるが、
使用者に譲渡される前の約１５年間の使用、設
置、保管状況が不明であるため、製品内部の電
子部品（ＩＣ）が故障した原因が特定できない
ことから、製品起因か否かを含め事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/02)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＫ－Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201300231

2013-0889

2013/05/27

(事故発生地)

神奈川県

　ガスこんろから出火する火災が発生し
、当該製品及び周辺を焼損した。（
A201300160と同一事故）

　調査の結果、当該製品のつまみ部の段差がキ
ャビネット内の収納物に引っかかるなどし、そ
の状態でキャビネットを引き出したために、つ
まみ部に強い力が加わってつまみが破損してガ
スが漏洩し、漏れたガスに引火して事故に至っ
たものと推定される。

　当該製品の販売先である東京ガス株式会
社にて、当該事故発生以前の平成２３年
１２月から、当該製品を設置している顧客
宅を訪問し、無償点検を実施している。

(受付:2013/07/02)ガス栓（都市ガス用）

日立金属（株）

ＧＶ－ＦＵＬ１／２×１０

( 火災 )

A201300327

2013-1285

2013/07/29

(事故発生地)

広島県

　倉庫内に保管されていた当該製品及び
周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、可燃物が接触して
いた天板等に焼損があるものの正常に動作する
ことが確認され、外来電波の印加試験から違法
電波等による誤作動で点火した可能性が考えら
れるが、事故時の詳細な状況が不明なことから
、製品起因か否かも含め、原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/08)石油ストーブ（開放式）

シャープ（株）

ＨＳＲ－１８７

( 火災 )

A201300491

2013-1897

2013/10/10

(事故発生地)

滋賀県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は内部のバーナーフランジの上側の
焼損が著しいことから製品内部から出火したと
考えられるものの、送油系及び燃焼系に出火に
至る痕跡はなく、電気系の一部部品の焼損が著
しく調査できなかったため、事故の原因を特定
することはできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/18)石油給湯機付ふろがま

タカラスタンダード（株）

ＦＤＷ－４７０ＡＳ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201300496

2013-1939

2013/10/06

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を点火して七輪に近づけたと
ころ、当該製品から炎が上がり、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は予熱を十分に行わず、締め付けが
不十分な状態でボンベに取り付けられた状態で
火を付け傾けたことから、ボンベから液状のガ
スが漏出して異常燃焼を起こしたか、若しくは
ニードルのＯリングが劣化し、漏れたガスに引
火のいずれかの可能性が考えられるが、いずれ
の事象でも同様の焼損状況となることから、製
品起因か否かを含め事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/21)ガストーチ

榮製機（株）

ＥＣ－３００

( 火災 )

A201300501

2013-1942

2013/10/15

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が軽症を
負った。

　調査の結果、当該製品は、床暖側熱交換器の
フィンに付着した多量のススや送油ゴムホース
のき裂の対処が不十分であった上に、ヒーター
カバーパッキン下側の付着具合が不十分であっ
たため、床暖房使用中に燃焼部から排気熱や炎
がパッキン下側から漏れ、送油ゴムホースのき
裂から漏れた灯油、または修理時に漏れた灯油
に引火し、火災に至ったものと考えられるが、
パッキンの付着が不十分であった理由が修理不
良によるものかパッキンの不良によるものか確
認できなかったことから、製品起因か否かを含
め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/23)石油ストーブ（密閉式、
床暖房機能付）

サンポット（株）

ＵＦＨ－１１２ＴＢＦＭ

( 火災 )

A201300691

2013-3435

2013/12/18

(事故発生地)

長野県

　当該製品付近から出火する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２４年
）により、缶体内部や配管が腐食し、缶体内に
水が十分に供給されない状態になっていたため
、バーナー燃焼時に缶体が高温となって缶体胴
部等が変形し、燃焼室底部にすき間が生じ、す
き間から出た炎により火災に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/15)石油給湯機

（株）トヨトミ

ＢＳ－３２０

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201300694

2013-3459

2014/01/02

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の使用中に可燃物がバ
ーナー近傍に侵入した、あるいは本体の底部ま
たは本体外装左側の近傍にあった可燃物が受熱
により発火した可能性が考えられるが、熱交換
器に付着したススが使用時に赤熱し、それが落
下し底板のすき間から本体外に出たことで近く
の可燃物に引火した可能性も否定できず、事故
発生状況の詳細が特定できないことから、製品
起因か否かも含め原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/16)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（ＬＰガス用）

（株）長府製作所

ＧＦ－２２Ｌ

( 火災 )

A201300709

2013-3497

2014/01/10

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品には設置時に純正品で
はない失火安全装置のない旧型バーナーが取り
付けられていたため、着火ミスが生じても噴霧
が停止せず、燃焼室内に灯油が充満していた時
に着火した際、充満していた灯油が同時に燃え
たことにより逆火を起こして炎が機体内にあふ
れ、本体内の可燃物に着火した事故と考えられ
る。また、長期間の使用により、ノズルの噴霧
不良や点火電極の広がりにより着火ミスを生じ
やすかったことも事故発生に影響しているもの
考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/20)石油給湯機

（株）長府製作所

ＩＢ－３４

( 火災 )

A201300717

2013-3500

2014/01/16

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用しようとしたところ、
当該製品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品はリモコン基板の接続
端子と近接した基板ライン間で放電が発生して
出火したものと推定されるが、放電が発生した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/21)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＨ－４０６ＡＦＦ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201300744

2013-3640

2014/01/04

(事故発生地)

静岡県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品の送風モーター内部基
板に焼損が認められることから、送風モーター
から出火した可能性が考えられるが、電源線の
はんだ付け部等が消失して確認できないことか
ら、製品起因か否かを含め事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/28)温水式浴室乾燥暖房機（
都市ガス用）

リンナイ（株）

ＲＢＨ－Ｃ３３１Ｋ２ＳＮ
（Ａ）

( 火災 )

A201300766

2013-3731

2014/02/02

(事故発生地)

長野県

　当該製品のスイッチを入れたところ、
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏
れた灯油に引火し、火災に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけている。

(受付:2014/02/06)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－３０２ＹＳ

( 火災 )

A201300775

2013-3756

2014/02/01

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２２年
）により、給気口に埃が堆積して不完全燃焼が
発生し、熱交換器がスス詰まりを起こしたため
、熱交換器から剥がれたスス（火の粉）が着火
源となり、燃焼室内で燃焼しきれなかったガス
が排気口付近で再燃したものと考えられ、製品
に起因する事故と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/12)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

髙木産業（株）（現　パー
パス（株））

ＴＰ－ＰＳ３０ＳＲ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201300810

2013-3905

2014/02/05

(事故発生地)

茨城県

　当該製品に鍋を掛けて点火したところ
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品から出火に至ったもの
と考えられるが、当該製品にガス漏れはなく、
点火燃焼は正常で異常は認められなかったが、
事故当時の詳細な状況が不明なことから、製品
起因か否かを含め事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/24)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ＲＢＲ－３５０ＣＤ２－Ｂ

( 火災 )

A201300915

2013-4174

2014/03/11

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2014/03/20)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所

ＴＡ－０９７ＵＥＴ（（株
）オカキン製ガスふろがま
に組み込まれたもの）

( 火災 )

A201300922

2013-4213

2014/03/19

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用した後、異音がしたた
め確認すると、当該製品を焼損する火災
が発生していた。

　事故原因は、当該製品の電磁ポンプに使用さ
れているＯリング（パッキン）が劣化により、
硬化、収縮し、器具内に油漏れが発生し、この
漏れた油に引火、火災に至ったものと考えられ
る。

　製造事業者の長州産業株式会社は、平成
１７年１月及び平成１８年１２月に新聞社
告等で注意喚起するとともに、ＯＥＭ製品
を含む対象製品について無償改修（電磁ポ
ンプの交換）を実施している。

(受付:2014/03/25)石油給湯機

長州産業（株）

ＤＸ－４０３Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201400030

2014-0232

2014/04/03

(事故発生地)

福岡県

　当該製品のタイマーをセットした後、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　事故原因は、当該製品の機器の修理、点検及
び空だき防止装置の作動状況を判定するため、
一時的に使用する点検用コネクター（空だき防
止装置を働かせないようにするもの）を修理・
点検後に戻し忘れたため、空だきとなった際に
空だき防止装置が作動せず、火災に至ったもの
と考えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月等にＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2014/04/15)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１

( 火災 )

A201400033

2014-0234

2014/04/06

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2014/04/16)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所

ＴＡ－０９７ＵＥＴ

( 火災 )



　製品区分：　003.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201400075

2014-0373

2014/04/26

(事故発生地)

長野県

　当該製品のタイマーをセットした後、
異臭がしたため確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、機器の修理、点検及び空焚き防
止装置の作動状況を判定するため、一時的に使
用する点検用コネクター（空焚き防止装置を働
かせないようにするもの）を修理・点検後に戻
し忘れたため、浴槽の排水栓が閉まっておらず
浴槽に水がない状態で空焚きとなった際に空焚
き防止装置が作動せず、火災に至ったものと考
えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月等にＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2014/05/08)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１

( 火災 )



　製品区分：　004.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201300343

2013-1328

2013/08/04

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品から降りようとしたところ、
当該製品の支柱から踏ざんが外れて転倒
し、負傷した。

　調査の結果、当該製品の踏ざんの左側が２本
のビスで支柱に固定されていなかったため、使
用者が踏み台から降りようとした際に踏ざんが
支柱から外れて転倒したものと考えられるが、
支柱及び踏ざん内部にビスを締め付けた痕跡が
認められ、２本のビスが外れた原因が不明なこ
とから、製品起因か否かを含め事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/13)踏み台（アルミニウム合
金製）

アルインコ（株）

ＣＣＡ６０Ｋ

( 重傷 )

A201300457

2013-1737

2013/07/30

(事故発生地)

徳島県

　学校で当該製品に座っていたところ、
座面と折り畳み部分を止めるネジが外れ
て折り畳み部分が開き、左足を挟まれて
負傷した。

　調査の結果、当該製品は座面表側に取り付け
られるべきナットを座面裏側に取り付けたため
に、座面裏側に取り付けた後脚を固定するボル
トの固定が不十分となったため、ボルトが座面
より抜けたとものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/01)折りたたみ椅子

（株）山善

ＰＹＴＸ－０７（ＩＶＣＨ
）

( 重傷 )

A201300494

2013-1943

2013/09/22

(事故発生地)

新潟県

　施設で当該製品に向かってうつ伏せ状
態で倒れている使用者が発見され、死亡
が確認された。

　調査の結果、使用者が転倒した際に、当該製
品の背もたれと肘掛けの間の隙間に頸部を挟ん
だため事故に至ったものと推定されるが、当該
すき間が、頸部を挟み込みうる間隔であったこ
とも事故発生に影響したものと考えられる。

　積水化学工業株式会社では、平成１４年
５月から同社ホームページにて使用上の注
意喚起を実施するとともに、平成２５年
１１月以降から随時、介護施設等向けにダ
イレクトメール送付や同社ホームページに
て呼びかけを行い、すき間のない製品への
交換を実施している。

(受付:2013/10/21)ポータブルトイレ

積水化学工業（株）

ＳＰＴＳＰ

( 死亡 )



　製品区分：　004.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201300547

2013-2235

2013/10/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品の中敷を外そうと引っ張った
ところ、外れた反動で当該製品上部に右
手が当たり、負傷した。

　調査の結果、当該製品の取扱説明書には中敷
の取付け方が記載されていなかったため、当該
製品を設置する際に中敷が誤った状態で取り付
けられ、その後、使用者が中敷を引っ張った際
に、中敷が外れて手が投入口裏側の板金に当た
り事故に至ったものと推定される。

　事業者では、平成２６年３月出荷分から
取扱説明書の中敷等の設置方法を追記する
とともに、既に設置されている顧客向けに
設置方法に誤りがある場合の注意喚起を、
平成２６年７月１日から同社ウェブサイト
に掲載している。

(受付:2013/11/18)郵便ポスト

セキスイエクステリア（株
）

ティンブク　シルバーグレ
ー

( 重傷 )



　製品区分：　005.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201201049

2013-0018

2013/02/22

(事故発生地)

茨城県

　当該製品で走行中、バランスを崩して
転倒し、負傷した。

　調査の結果、当該製品の右側ペダルが破損し
ており、当該部分のペダル軸のネジ山が基準値
よりも長く加工されていたために、使用中のペ
ダル軸根元に応力が集中して疲労破壊が進展し
、事故に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/25)折りたたみ自転車

パール金属（株）

ミモサ２０インチＹ－
１３１０

( 重傷 )

A201300107

2013-0440

2013/04/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品に乗車中、当該製品の折りた
たみ部分が破断し、転倒、負傷した。

　調査の結果、当該製品の製造工程の詳細が不
明のため、正確な事故原因の特定には至らなか
ったが、当該製品のフレームパイプとヒンジ部
の溶接部に溶接不良の痕跡が認められたことか
ら、溶接不良によって車体強度の低下していた
ために、使用中の負荷で破断に至ったものと推
定される。

　日本総販売代理店である株式会社エヌビ
ーエスでは、当該製品を含む機種について
、平成２５年５月１０日からホームページ
への掲載や、販売店を通じて購入者への連
絡し、無償部品交換（フレーム交換）を実
施している。

(受付:2013/05/13)折りたたみ自転車

（株）エヌビーエス

Ｖｅｒｇｅ　Ｘ１０

( 重傷 )



　製品区分：　006.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201300644

2013-2595

2013/11/24

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で地面を掘っていたところ、
当該製品の木柄が折れ、転倒し、負傷し
た。

　調査の結果、当該製品の木柄には強度の弱い
木目部分が存在したが、不良品として選別され
ずに用いられたため、使用時の負荷に耐えられ
ず折損し事故に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/24)スコップ

コーナン商事（株）

ＬＦＸ０９－５１４４

( 重傷 )



　製品区分：　008.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201300394

2013-1532

2013/08/22

(事故発生地)

徳島県

　運動施設で当該製品を使用中、当該製
品のベルト（消耗品）が切れて後方に転
倒し、背中を負傷した。

　調査の結果、当該製品のベルトを十分な点検
を行わず使用し続けたため、使用中にベルトの
フェルト部が振動に耐えられずに破損したもの
と考えられるが、フェルト部が繰り返し使用し
た場合に摩耗しやすい箇所であったことも影響
したものと推定される。　なお、取扱説明書に
は、「日常点検及び３ヶ月毎の定期点検ではベ
ルトに破損、ほつれ等の異常がないことを確認
し、年１回は専門家の保守点検を実施する」旨
、記載されている。

　製造事業者のセノー株式会社では、平成
２５年１０月から当該製品の使用者に対し
て個別通知を行い、点検を行っていただく
よう注意喚起を実施している。

(受付:2013/09/05)運動器具（ベルトを使っ
た運動器具）

セノー（株）

ＢＪ０１０３

( 火災  重傷 )

A201300405

2013-1536

2013/08/23

(事故発生地)

和歌山県

　運動施設で当該製品を使用中、当該製
品のベルト（消耗品）が切れて後方に転
倒し、左手を負傷した。

　調査の結果、当該製品のベルトを十分な点検
を行わず使用し続けたため、使用中にベルトの
フェルト部が振動に耐えられずに破損したもの
と考えられるが、フェルト部が繰り返し使用し
た場合に摩耗しやすい箇所であったことも影響
したものと推定される。　なお、取扱説明書に
は、「日常点検及び３ヶ月毎の定期点検ではベ
ルトに破損、ほつれ等の異常がないことを確認
し、年１回は専門家の保守点検を実施する」旨
、記載されている。

　製造事業者のセノー株式会社では、平成
２５年１０月から当該製品の使用者に対し
て個別通知を行い、点検を行っていただく
よう注意喚起を実施している。

(受付:2013/09/05)運動器具（ベルトを使っ
た運動器具）

セノー（株）

ＢＪ０１０３

( 重傷 )

A201300520

2013-2120

2013/01/12

(事故発生地)

大阪府

　運動施設で当該製品を使用中、当該製
品のベルトが切れて後方に転倒し、負傷
した。

　調査の結果、当該製品のベルトを十分な点検
を行わず使用し続けたため、使用中にベルトの
フェルト部が振動に耐えられずに破損したもの
と考えられるが、フェルト部が繰り返し使用し
た場合に摩耗しやすい箇所であったことも影響
したものと推定される。　　なお、取扱説明書
には、「日常点検及び３ヶ月毎の定期点検では
ベルトに破損、ほつれ等の異常がないことを確
認し、年１回は専門家の保守点検を実施する」
旨、記載されている。

　製造事業者のセノー株式会社では、平成
２５年１０月から当該製品の使用者に対し
て個別通知を行い、点検を行っていただく
よう注意喚起を実施している。

(受付:2013/11/05)運動器具（ベルトを使っ
た運動器具）

セノー（株）

ＢＪ０１０３

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201201069

2013-0053

2010/12/15

(事故発生地)

神奈川県

　家人が目を離した隙に、当該製品で幼
児が火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の温水コックは、レバ
ーを持ち上げてスライドさせてから押し下げな
いと湯が出ない設計となっているが、レバー全
体を手で掴んで持ち上げても湯が出る構造であ
ったことから、保護者が目を離した隙に幼児が
温水コックのレバー全体を手で掴んで持ち上げ
たことにより湯が出て火傷を負ったものと推定
される。

　株式会社ナックは、平成２３年５月以降
、希望者に対して一般社団法人日本宅配水
協会（現　一般社団法人日本宅配水＆サー
バー協会）にて取り扱っている「取水口安
全キャップ」を無償で配布している。

(受付:2013/03/29)ウォーターサーバー

（株）ナック

ＹＯ－０４Ｌ

( 重傷 )

A201300013

2013-0126

2013/02/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品をベッドの上に置いて蓄熱中
、当該製品の上に手を載せていたところ
、当該製品が破れ、お湯がかかり、火傷
を負った。

　調査の結果、当該製品の製造時に製品内部に
空気が混入したこと及び蓄熱時に当該製品の上
に手を置いていたため、内袋の内蔵ヒーターが
空気層に露出した際、内圧が上昇し破裂し液体
が漏れ、火傷を負ったものと推定される。　な
お、取扱説明書及び本体表示には、「蓄電中の
使用は絶対にしない」、「毛布や布団の中での
蓄電は危険」、「布団等から取り出し、平らな
場所で蓄熱する」旨、記載されている。

　株式会社トラストレックスでは、平成
２６年１月から同社ホームページに掲載し
て、当該製品の回収を呼びかけている。

(受付:2013/04/04)電気蓄熱式湯たんぽ

（株）トラストレックス

湯ぽかポーチ

( 重傷 )

A201300106

2013-0439

2013/04/24

(事故発生地)

宮崎県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品はパーシャル室ヒータ
ーのコネクター付近でトラッキング現象により
出火したものと推定されるが、焼損箇所は断熱
材に覆われ、通常、水分等が浸入しない部位で
あるため、トラッキング現象が発生した原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/13)電気冷蔵庫

松下冷機（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＮＲ－Ｃ３６Ｆ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201300177

2013-0689

2013/05/09

(事故発生地)

神奈川県

　火災報知機が鳴動したため確認すると
、当該製品から発煙し、当該製品内部及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のコンプレッサー駆動
用コンデンサーの取り付け箇所周辺部材に熱変
形や煤汚れが認められたことから、当該コンデ
ンサー部から出火したものと推定されるが、当
該コンデンサー部が破棄されていたことから、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/06)電気冷蔵庫

大宇電子ジャパン（株）

ＤＲＦ－２２７ＴＫ

( 火災 )

A201300228

2013-0893

2013/06/20

(事故発生地)

山口県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品の内部部品を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の給電用チョークコイ
ルの巻線が異常過熱したため、樹脂製のボビン
が溶融し、発煙に至ったものと推定されるが、
チョークコイルの巻線が異常過熱した原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/02)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

Ｅ３４ＥＢ１Ｅ

( 火災 )

A201300239

2013-0937

2013/06/27

(事故発生地)

岩手県

　事務所で当該製品を焼損し、周辺を汚
損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約３２年
）により、モーター軸受けの潤滑油が枯渇して
モーターが過負荷状態となったため、モーター
を保持していた樹脂部品が軟化し、モーターが
垂下したことでモーターのリード線が短絡した
か、モーターの過熱によってモーター内部のリ
ード線結束部が絶縁劣化による短絡を生じ、そ
の際の火花でモーター周辺の埃や樹脂に着火し
、火災に至ったものと推定される。

　パナソニックエコシステムズ株式会社は
、長期使用の換気扇の取り扱いについてホ
ームページで注意喚起を行っている。また
、一般財団法人家電製品協会、一般社団法
人日本電機工業会、一般社団法人電子情報
技術産業協会、一般社団法人日本冷凍空調
工業会では、経済産業省と協力して長期間
使用している家電製品に関する注意喚起を
行っている。

(受付:2013/07/08)換気扇（天井用）

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

ＦＹ－２７Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201300254

2013-0961

2013/03/09

(事故発生地)

石川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品に接合不良が生じたこ
とにより、発熱体と銅テープの接合部などが異
常発熱し、出火に至ったものと考えられるが、
焼損が著しく確認できない部分があることから
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/11)電気床暖房器（電熱シー
ト）

ハーシェル（同）

アルファー２１

( 火災 )

A201300288

2013-1119

2013/07/14

(事故発生地)

三重県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のイオン発生器の電極
部以外の電気部品、配線等に出火の痕跡が認め
られなかったことから、イオン発生器の電極部
で異常放電が生じ、堆積した埃等に着火した可
能性が考えられるが、イオン発生器の電極部が
確認できなかったため、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/26)エアコン

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＳ－２５ＲＢＺ

( 火災 )

A201300289

2013-1117

2013/07/09

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約４５
年）によってモーター用コンデンサーの絶縁性
能が低下し、内部短絡したため出火に至ったも
のと推定される。

　三洋電機株式会社は、平成１９年８月
２５日以降、毎年、新聞広告を掲載し、ま
た、平成１９年９月からはテレビ広告を実
施するなどして、使用の中止及び製品の廃
棄を呼びかけている。

(受付:2013/07/26)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＮＡＹ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201300322

2013-1244

2013/07/29

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、火災報知機が鳴動
したため確認すると、当該製品から出火
する火災が発生しており、当該製品を焼
損、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品の電源スイッチが接触
不良を生じて、異常発熱を生じて発火に至った
ものと推定されるが、スイッチ部品が一部焼失
しているため、原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/07)扇風機

燦坤日本電器（株）

ＴＫ－Ｆ５７０１Ａ

( 火災 )

A201300371

2013-1443

2013/08/07

(事故発生地)

大阪府

　異臭に気付き確認すると、当該製品か
ら発煙し、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品は長期使用（３０年以
上）により、ファンモーターの軸受け油が枯渇
したためにモーターがロックした、または運転
コンデンサーの絶縁劣化によりファンモーター
が回転できない状態となったことから、ファン
モーターが過熱状態となり、当該モーターに近
接する機内配線の絶縁被覆が溶融し、電源コー
ドの芯線がショートしたため発火に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、ダイキン工業株式
会社や関係工業会では、長期使用のエアコ
ンについて、電気部品の経年劣化によって
発煙・出火し、火災に至るおそれがあるこ
とから、ホームページでエアコンの使用に
当たっての注意事項を掲載し、異常に気づ
いたら直ちに使用を止め、販売店などに相
談するよう呼び掛けている。

(受付:2013/08/27)エアコン

ダイキン工業（株）

ＦＨ３５ＣＳＦ

( 火災 )

A201300397

2013-1526

2013/08/02

(事故発生地)

大阪府

　乳児が当該製品の温水レバーを操作し
たところ、チャイルドロック機能が効か
ず、お湯が出て火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の構造上の問題からチ
ャイルドロックボタンのカバーが温水コックの
カバーに干渉したため、チャイルドロックボタ
ンが押された状態から戻らなくなり、その状態
で乳児が当該製品につかまり立ちした際、温水
レバーに触れて出湯し、火傷を負ったものと推
定される。

　富士山の銘水株式会社は、宅配水に注意
喚起チラシを同梱するとともに、使用者に
対してチャイルドロック機構に不具合がな
いか確認を促すハガキを送付し、不具合の
ある製品については無償で対策部品との交
換を実施している。

(受付:2013/09/05)ウォーターサーバー

富士山の銘水（株）

ＷＦＤ－１０５０

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201300399

2013-1528

2013/07/15

(事故発生地)

東京都

　幼児（1歳）が当該製品の温水レバー
を操作したところ、チャイルドロック機
能が効かず、お湯が出て火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の構造上の問題からチ
ャイルドロックボタンのカバーが温水コックの
カバーに干渉したため、チャイルドロックボタ
ンが押された状態から戻らなくなり、その状態
で幼児が温水レバーに触れて出湯し、火傷を負
ったものと推定される。

　富士山の銘水株式会社は、宅配水に注意
喚起チラシを同梱するとともに、使用者に
対してチャイルドロック機構に不具合がな
いか確認を促すハガキを送付し、不具合の
ある製品については無償で対策部品との交
換を実施している。

(受付:2013/09/05)ウォーターサーバー

富士山の銘水（株）

ＷＦＤ－１０５０

( 重傷 )

A201300410

2013-1586

2013/08/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、1名が火傷を負った。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約２９
年）によるコンデンサーの経年劣化により、異
常発熱して発火に至ったものと推定される。

　パナソニックエコシステムズ株式会社は
、事故の再発防止を図るため、平成１９年
９月７日から同社ホームページに「長年ご
使用の扇風機の使用についてのお知らせと
お願い」として注意事項を掲載し、不具合
がある場合には使用を中止するよう呼び掛
けている。

(受付:2013/09/09)扇風機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

不明

( 火災  重傷 )

A201300437

2013-1655

2013/08/30

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の制御基板上で異常が
発生し、出火した可能性が高いと考えられるが
、制御基板のある製品上部の焼損が著しく、制
御基板の一部も破損して確認できないため、原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/24)除湿機

燦坤日本電器（株）

ＴＳＩ－ＤＨ４２０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201300448

2013-1676

2013/09/04

(事故発生地)

石川県

　学校で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　事故原因は、長期使用（４０年以上）により
、モーター用コンデンサーが絶縁劣化して内部
短絡が生じたため、コンデンサーから出火した
ものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。  なお、日立アプライアンス
株式会社や関係工業会では、長期使用の扇
風機について、電気部品の経年劣化によっ
て発煙・出火し、火災に至るおそれがある
ことから、ホームページで扇風機の使用に
当たっての注意事項を掲載し、異常に気づ
いたら直ちに使用を止め、販売店などに相
談するよう呼び掛けている。

(受付:2013/09/27)扇風機

（株）日立製作所（現　日
立アプライアンス（株））

Ｈ－６５６

( 火災 )

A201300462

2013-1782

2013/09/22

(事故発生地)

三重県

　当該製品を使用中、火災報知機が鳴動
したため確認すると、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品の背面下部の焼損が著
しく、排水モーター用コンデンサーから出火し
た可能性が考えられるが、焼損が著しいため、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/08)電気洗濯機

日立ホーム＆ライフソリュ
ーション（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＮＷ－Ｒ７００

( 火災 )

A201300502

2013-1963

2013/09/20

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、内部に残存してい
た電気部品に出火の痕跡は認められなかったが
、運転切替スイッチ、タイマー等発火の要因と
なり得る部位が未確認のため、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/24)扇風機

ユアサプライムス（株）

ＹＴ－３００３Ｐ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201300532

2013-2185

2013/10/25

(事故発生地)

宮崎県

　店舗で当該製品を使用中、その場を離
れ戻ったところ、当該製品庫内の調理物
が炭化し、当該製品を汚損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品の製造時にタイマーコ
イルの端子を完全に差し込んでいなかったため
、タイマーが正常に動作せず、長時間の連続運
転となり庫内の食品が過熱され、炭化して発煙
したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/11)電子レンジ

アイリスオーヤマ（株）

ＥＭＯ－７０６

( 火災 )

A201300628

2013-2505

2013/12/02

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の製造時に配線端子の
カシメが不十分であったため、接続不良が生じ
てヒーター端子部が発熱し、近傍の樹脂製のス
チーム用水タンクが過熱されて、発煙、出火し
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/13)電気ストーブ

（株）千住

ＴＳ－９０１Ｓ（Ｗ）

( 火災 )

A201300687

2013-3437

2014/01/03

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の基板のパターンにト
ラッキングの痕跡が認められたことから、吹き
出し口から滴下した水や本体内に逆流した水分
が基板に付着し、基板の絶縁コーティングのバ
ラツキにより、パターン間でトラッキング現象
が生じて発火したものと考えられる。

　アイリスオーヤマ株式会社では、事故の
再発防止を図るため、平成２６年１月２７
日より自社ホームページにおいて告知する
とともに、１月２９日に新聞社告を行い、
当該製品を含む対象製品について、無償回
収し、返金対応を行っている。

(受付:2014/01/14)加湿器

アイリスオーヤマ（株）

ＫＨＨ－８００Ｚ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201300703

2013-3466

2013/12/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、コントローラー内
部基板のヒーター用配線に、はんだ付け不良が
あったため、はんだクラックが生じてスパーク
が発生し、事故に至ったものと推定される。

　販売会社であるウオサブジャパン株式会
社では、事故の再発防止を図るため、平成
２５年１１月２７日に同社ホームページに
情報を掲載し、無償で改修を行っている。

(受付:2014/01/17)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

アクシオン（株）（ウオサ
ブジャパン（株）ブランド
）

ＷＲＤ２０－３２３（ウオ
サブジャパン株式会社ブラ
ンド）

( 火災 )

A201300718

2013-3504

2014/01/05

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１５年
）により、ドア開閉レバーの繰り返し操作でレ
バー内側のヒータースイッチ配線が半断線にな
ったため、スパークが生じて出火に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/01/22)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－３０００ＢＰ

( 火災 )

A201300765

2013-3733

2014/01/26

(事故発生地)

北海道

　店舗のトイレで当該製品を使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品の残存した電気部品に
は出火した痕跡は認められなかったが、焼損が
著しく、未回収部品もあることから、製品起因
か否かも含め、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/06)電気ストーブ

（株）ミュージーコーポレ
ーション（（株）山善ブラ
ンド）

ＤＳ－８００Ｕ（株式会社
山善ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201300824

2013-3915

2014/02/13

(事故発生地)

北海道

　ホテルのちゅう房で当該製品に電気製
品を接続して使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電源プラグの電源コ
ードとのカシメ部付近が通電中に異常過熱して
周辺の樹脂を焼損したものと考えられるものの
、詳細な使用状況が不明であり、カシメ部や芯
線も焼失していたため、製品起因か否かも含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/25)延長コード

杉本電器（株）（東芝ライ
テック（株）ブランド）

ＤＨＹ８０６３－３（Ｗ）
（東芝ライテック株式会社
ブランド）

( 火災 )

A201300835

2013-3942

2014/02/16

(事故発生地)

高知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の強弱切替スイッチに
使用されているダイオードが不良品であったこ
とにより、ダイオードが異常発熱し、火災に至
ったものと考えられる。

　燦坤日本電器株式会社では、事故の再発
防止を図るため、当該製品を含む対象機種
について、回収を行い、返金対応を実施し
ている。

(受付:2014/02/27)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

燦坤日本電器（株）

ＵＨＣ－３Ｔ

( 火災 )

A201300925

2013-4217

2014/03/14

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、運転中の振動により、モーター
と制御基板中継コネクター間のモーターリード
線が断線して短絡が起こり、防音緩衝材に着火
、焼損したものと考えられる。

　シャープ株式会社では、事故の再発防止
を図るため、平成１４年４月３日から対象
製品について無償点検・修理を実施してい
る。

(受付:2014/03/25)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－ＪＮ４２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201400036

2014-0248

2014/04/15

(事故発生地)

愛知県

　社員寮で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生し、２名
が負傷した。

　事故の原因は、電流ヒューズの定格容量が設
計上、容量が大きすぎたため、当該製品の電源
回路の電子部品が内部短絡した際に、電流ヒュ
ーズが作動せず過電流が流れ続け、異常発熱し
、発火に至ったたものと考えられる。

　株式会社オーム電機は、当該製品を含む
対象機種について、事故の再発防止を図る
ため、平成２４年２月１日にホームページ
へ情報掲載するとともに、ダイレクトメー
ルの送付及び店頭告知を通じて注意喚起を
行い、対象製品について無償改修を実施し
ている。

(受付:2014/04/17)空気清浄機

（株）オーム電機

ＡＰ－５１０Ｈ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201300141

2013-0536

2013/05/04

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の圧力調整ガバナーに
不純物が多く混入していたことから、粒界腐食
割れが発生して亀裂が生じ、ガスが漏れて、出
火したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/24)カセットこんろ

東邦金属工業（株）

Ｋ－２９Ｓ

( 火災 )

A201300537

2013-2183

2013/09/27

(事故発生地)

北海道

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、当該製品の焼損が著しく、事故
時の状況も不明なことから、製品起因か否かを
含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/12)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＳ－Ｄ３０Ｂ

( 火災  死亡 )

A201300538

2013-2184

2013/11/05

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が死亡し
た。

　調査の結果、当該製品の使用開始時に、本体
内部の電池ケースに乾電池をセット後、反射板
を誤って上下逆に取付けた状態でやかんを載せ
て使用したことから、製品上部が閉塞され、こ
んろ内部に熱がこもり異常燃焼を生じ、火災に
至ったものと推定される。また、当該製品の取
扱説明書や反射板には上下方向の取付け表示な
どがないことも事故発生に影響しているものと
考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/11/12)石油こんろ

（株）トヨトミ

ＨＨ－Ｓ２１９Ｅ

( 火災  死亡 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201300622

2013-2500

2013/12/04

(事故発生地)

北海道

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏
れた灯油に引火し、火災に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけている。

(受付:2013/12/12)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３０５ＦＦ

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201300282

2013-1103

2013/04/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品の座面に立って作業中、当該
製品の脚部が破損し、左足を負傷した。

　調査の結果、当該製品の脚と貫きの溶接箇所
の一部に不良があったため、事故以前に当該箇
所が破損し、事故時に使用者が当該製品の上に
立った際に貫きが脚から外れて当該製品のバラ
ンスが崩れ、使用者が落下して事故に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/24)折りたたみ椅子

プラコム（株）

クッションチェア背無ＢＫ

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201300728

2013-3604

2014/01/12

(事故発生地)

福岡県

　当該製品をかばんの中に入れていたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、当該製品のリチウム電池内部で
異常が発生し発煙したものと推定されるが、焼
損が著しいため、リチウム電池が発煙した原因
の特定には至らなかった。

　株式会社イデアインターナショナルは、
事故の再発防止を図るため、平成２６年１
月２４日にホームページに情報を掲載する
とともに同月３１日に新聞社告を掲載し、
製品の回収を行っている。

(受付:2014/01/24)充電式カイロ（充電器機
能付）

（株）イデアインターナシ
ョナル

ＢＤＥ０１４－ＣＬＡＵ

( 火災 )


